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研究成果の概要（和文）：本研究計画では、東インドネシア諸語であるラマホロット語の動詞連続構文を、フィ
リピン諸語であるタガログ語のフォーカス・システムと比較しつつ記述・分析した。その結果、カバーする機能
領域、文法化の経路、補文構造、項/付加詞の区別の明確さ、従属節の性質などの点で両者が大きく異なってい
ることが世界で初めて明らかとなった。タガログ語の動詞形態論とラマホロット語の動詞連続構文の間に直接的
な機能的継承関係はないと見るべきであろう。

研究成果の概要（英文）：In this research project, I have investigated serial verb constructions in 
Lamaholot of eastern Indonesia in comparison to the focus system in Tagalog of the Philippines. My 
main finding is that Lamaholot and Tagalog differ with regard to the functions of the construction 
types in question, the grammaticalization paths, marking of an argument/adjunct distinction, and the
 nature of complement and subordinate clauses.

研究分野： 言語学

キーワード： 言語学

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 東インドネシア地域のオーストロネシア
語族の言語は、この語族の歴史を考える上で
極めて重要である。なぜなら、フィリピン諸
語・西インドネシア諸語で存在した動詞形態
論が消滅し、かわりに動詞連続構文が発達し
たと想定されるからである。たとえば、同じ
ような意味を表現するにも、フィリピンのタ
ガログ語は動詞形態論を多用するが、東イン
ドネシアのラマホロット語は動詞連続構文
を使用する。 
 
フィリピンのタガログ語 
B<in>asah-an=ko=siya        ng=libro. 
read<RL>-LF=1SG.GEN=3SG.NOM  GEN=book 
「私は彼 (女) に本を読んであげた。」  
 
東インドネシアのラマホロット語: 
Go  basa   neı   na  buku. 
1SG  read  give  3SG  book 
 「私は彼 (女) に本を読んであげた。」 
 
 このように、歴史的にみた場合、東インド
ネシア諸語の動詞連続構文は、失われた動詞
形態論の機能を補うような形で出現してい
るように見える。しかし、両者の関係を実際
に比較検証した研究はない。 
 
 
２．研究の目的 
 この研究計画では、東インドネシア諸語で
あるラマホロット語の動詞連続構文を、フィ
リピン諸語のタガログ語との比較を通して
分析することを目指した。 
 そのことによって、具体的には、[I]ラマホ
ロット語の動詞連続構文を記述的に分析し
たうえで、[II]タガログ語のフォーカス・シ
ステムと比較し、[III] 両者の共通点・相違点
とその背後のメカニズムを明らかにしよう
とした。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究計画は、[A]自然談話による動詞連続
構文基礎データ、ならびに、[B]聞き取り調査
質問票による比較対照データを収集するこ
とで上記研究課題に答えようとした。 
 さらに、研究の進展に従って、音声学的実
験を行うことでタガログ語のイントネーシ
ョンについて調査する必要がでてきたので、
音声学的実験も行った。 
 
 
４．研究成果 
 平成 27 年度は研究計画の初年度として基
礎的研究を集中的に行った。すなわち、動詞
連続に関する理論的・言語類型論的文献調査
ならびに[A][B]に基づくデータ収集である。
平成27年 9月にインドネシア、平成27年 7-8
月にフィリピンで調査を行いデータを収集

した。さらにその成果を The Thirteenth 
International Conference on Austronesian 
Linguistics や Affectedness Workshop 
2015 などの国際学会ならびに国内学会で発
表した。  
 平成 28 年度は研究計画の 2年目として基
礎的研究に加えて、[A][B]に基づくデータ収
集を行った。平成 28年 9月にインドネシア、
平成 28 年 7-8 月にフィリピンで調査を行い
データを収集した。その成果を日本言語学会、
26th Annual Meeting of the Southeast Asian 
Linguistics Society などの国際学会ならび
に国内学会で発表した。さらに、ラマホロッ
ト語の節連結において重要な
insubordination について論文を執筆し、発
表した。 
 平成 29 年度は研究計画の最終年として基
礎的研究に加えて[A][B]に基づくデータ収集
とその整理、論文執筆を行った。平成 29 年 9
月にインドネシア、平成 29 年 8 月にフィリ
ピンで調査を行いデータを収集した。その成
果を日本言語学会、International 
Conference on Role and Reference 
Grammar などの国際学会ならびに国内学
会で発表した。これらの学会発表の成果は現
在、論文化しているところである。さらに、
ラマホロット語の節構造を理解するために
重要な指示詞・前置詞の問題、ならびにタガ
ログ語のプロソディーについて論文を執筆
し、発表した。 
 これら 3 年度にわたる研究を通して、期間
全体として以下のような発見があった: 
 

 ラマホロット語の動詞連続構文には
さまざまなタイプがある。特に、動
詞「する」を用いた動詞連続構文の
多機能性は注目に値し、その機能は
必ずしもタガログ語の動詞形態論の
もつ機能に還元されるわけでもない
ことが判明した。(学会発表 13, 論
文執筆中) 

 
 ラマホロット語の動詞連続構文の特

殊な文法化パターンを発見した。(学
会発表 13, 論文執筆中) 

 
 両言語の違いを導く最大の要因とし

て、孤立語化の結果起きたラマホロ
ット語とタガログ語の節構造に関す
る違いがあることを明らかにした。
具体的には、補文構造の違い (学会
発表 4, 論文執筆中)、項/付加詞の区
別の明確さの違い (論文 3、論文 4、
論文 8)、従属節の性質の違い (論文
6)があることがわかった。アスペク
トについても両言語は異なるが、そ
れはこの問題とは直接につながりは
ないであろう (論文 5, 7)。 

 
 したがって、研究目的に対する直接



の答えとしては、タガログ語の動詞
形態論とラマホロット語の動詞連続
構文の間には機能的継承関係は (歴
史的にはあるように見えても) ない
と考えたほうがよさそうである。 

 
 この他にも、本研究計画を遂行する

過程で、両言語にかかわる記述研究
を進めることができた。特に、タガ
ログ語のプロソディーに関わる研究
は本研究計画で初めて実験的に行わ
れたものである (論文 1など)。さら
に、タガログ語の所有文・存在文に
ついての基礎的研究もおこなった 
(論文 2 など)。 
 

 本研究計画では少なくとも以上のような
ことを明らかにしたが、これらの成果を調査
票、自然談話、実験的手法を駆使して明らか
にできたのは重要なことである。 
 このように本研究は、上記研究目的を達成
するのに十分なものであった。一部の成果が
論文化の途上であるものの (査読中、執筆
中)、論文にできたものも多く、 また、国際
学会を主催し、複数の国際学会・国内学会で
その成果を広く公開できた点でも意義深い。 
 これらの研究成果は、国内外のオーストロ
ネシア諸語研究に影響を与えることが予想
される。このように詳細な記述に基づいてフ
ィリピン諸語と東インドネシア諸語を比較
した研究はないからである。さらに、形態論
的複雑さと言語の複雑さ、動詞連続構文の本
質などの諸トピックをめぐって、広く言語学
一般にインパクトを与えることになるだろ
う。 
 今後の課題としては、鋭意、残りの成果に
ついて論文化を進めていくと同時に、本研究
計画から派生してでてきた学問的問題 (イ
ントネーションや情報構造の問題など) に
取り組むことがある。 
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